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ブナの森づくりプロジェクト

ケニア共和国・コロゴッチョスラムの6つのコミュニティスクールとの
連携を中心にした行動変容による生態系の回復及び循環型社会の形成
とポスト愛知目標の達成を目指した総合的な生物多様性保全活動

 四国
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活動地域

参加者数 1,789 人
自然観が広がった人の
割合 93 ％

今年度計画の達成度 87 ％

目標達成度 53 ％

子どもたちの学校の
欠席率 10 ％改善

植樹活動 約1,200 本

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％
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ひろげる助成
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活動内容と成果
奥山復元のための小さな雛形づくりを行っている。
遺伝子の攪乱を起こさないよう国有林の天然林や社
叢林の天然記念物の種子を採取し、播種し、苗を育
て、放置林の立木を伐倒しその木で鹿よけの柵をつ
くる。つくった林冠ギャップに森づくりの骨格とな
る樹木を植栽する事業を展開。それらの木々は何十
年か後に、あたりに種子を散布する母樹として重要
な働きをすると期待している。
活動には社会的弱者や親子を中心に、植生や法律の
専門家、林業関係者や企業も主体的に参加し、完全な
ボトムアップの活動が広がり始まっている。

活動内容と成果
● 学校間で協働で定期的に環境授業を行い、子どもた
ちの行動変容を促した
● 植樹活動に毎回80人以上が参加。1,200本以上を河川
敷に植え、約2.4トンの温室効果ガスを吸収した
● ノウサギを三つの学校で20匹以上、養蜂箱を河川敷
の3か所に設置
● “Mottainai”環境セミナーを実施し、250人以上の住
民が参加
● リサイクルワークショップにHIV陽性、シングルマ
ザーを中心に40人以上の女性が参加
● 国連気候変動枠組み条約のオブザーバー団体に認可
され国際的議論への参加が促進

課　題
戦後すぐまで残されていた奥山は拡大造林で伐られて
しまった後、放置林化したり皆伐ではげ山になったりと
不可逆的な環境の変化が大きな問題になっている。

目　標
「社会的共通資本」として四国の奧山の天然林を復元さ
せていく過程で、事業に関わる方たちのそれぞれの自
然観・世界観・人生観が拡大していくようにする。

課　題
コロゴッチョは、ナイロビ川の河川敷という恵まれた自
然環境が、長らく不適切な廃棄物管理から川にはゴミ
があふれ環境汚染が進み生物多様性が危機的な状況に
ある。

目　標
学校を中心とした行動変容をコミュニティに広げるこ
とで、コミュニティの規律や治安を向上させ、緑のコ
ミュニティとして住民が健やかに暮らせる地域の創出
を目指す。
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奧山での植栽作業奧山での植栽作業

環境授業で、環境衛生ポスターをつくって実践環境授業で、環境衛生ポスターをつくって実践

知的障がい者の方々による知的障がい者の方々による
ブナ等の育苗ブナ等の育苗

ナイロビ川河川敷での植樹活動ナイロビ川河川敷での植樹活動

森の自然再生は膨大な時間と費用労力がかかるため、日本人がもともと持ってい
た自然観復活が必須になる。そのためにも様々な問題を同時解決しながら自然再
生の成功の雛形になるようにしていきたい。

学校間の交流が進むにつれ子どもたちの活気が増し、生活態度も向上している。ナ
イロビ川河川敷の生物多様性の保存・回復を目指しノウサギと蜂の飼育と活用を
進め地域住民と連携も深め活動のうねりを生み出したい。

今後の
展望
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
母樹を探し種を集めるところからの
森づくりには膨大な時間と作業が必
要。育苗が難しい樹木を扱っている
ため、試行錯誤が続いている。

■工夫した点
問題解決のために多方面の専門家に
関わっていただくことで知恵を集
め、さらに彼らにも事業の役割や意
義を認識していただいた。

■苦労した点
“子どもたちが変われば大人も変わ
る”を期待しているが、社会経済的脆
弱性から子どもたちが将来に希望を
持ちづらい状況であった。

■工夫した点
スラムの社会的脆弱性が子どもたち
の意欲を阻害していたが、地域の学
校間での協働を進めることで支え合
い意欲の向上につながった。
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